
高梁自然公園

なりわ運動公園

備
中
高
梁
駅

木野山駅

備中川面駅

Ｊ
Ｒ
伯
備
線

文

文

文

文
文

文

文文

文

津川小

高梁中

吉備国際大

松山高

高梁日新高
高梁高

文

文

文

福地小

文

文

成羽小

落合小
高梁市成羽美術館

成羽中

桂厳寺

松原小

川面小
高梁北中

高梁東中

㉕鶴首城跡

㉒塚根山古墳

⑳寺山城跡

㉑陣山遺跡

㉛備中松山城跡

㉔山﨑氏御殿跡

㉖山﨑家墓所
㉗赤羽根イナリ古墳

㉘拝頭古墳群

㉚御根小屋跡

㉓三村氏居館跡

近似稲荷神社

頼久寺

木野山神社

建長寺

長西寺

深耕寺

㉙高梁市歴史美術館

馬之城跡

陣山城跡

秋町城跡

城平城跡

阿部深山城跡

高ノ盛城跡 ツガン丸城跡

鍋阪城跡

Ｎ

313

313

180

484

35

31

85

P

日
名
川

福
地
川

有漢川

高
梁
川

島木川

成羽川

陣山 (598m)

稲荷山 (418m)

高村山 (553m)

木野山 (517m)

高倉山 (383m)

愛宕山 (371m)

臥牛山 (487m)

鵠ノ森山 (472m)

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

P

神原スポーツ公園

新旗見橋

警察署北

高梁大橋

川端町

日名口

成羽地域局前

落合橋東
井谷

至 岡山

至 井原

至 新見 至 北房

P

高梁市役所

◎

高倉町田井 川面町 津川町八川

奥万田町

松山

玉川町下切

小高下町

内山下

今津

松原町神原

高倉町大瀬八長

落合町近似

落合町阿部

落合町原田落合町福地

成羽町佐々木

成羽町星原

成羽町下日名

成羽町羽山

松原町大津寄

松原町春木松原町松岡

宇治町宇治

高倉町飯部

0 2km

1/50,000

マップ３　高梁エリア

高梁川の中流域にあたるこのエリアには、備中兵乱の

舞台となった備中松山城跡をはじめとする中世の山城

や、備中松山藩・成羽藩に関わる史跡が残っています。

石垣

１号墳　高梁市教育委員会提供      近景

      石垣

      近景

      近景

天守

㉕ 鶴首城跡（市史跡）

㉒ 塚根山古墳（市史跡）

墳丘は現状で直径８ｍの円墳。石室長

８ｍ、高さ1.5ｍの無袖式の横穴式石

室を持つ。時期は７世紀初頭。

備中松山城と並び備中国では最大規模

を誇る山城。本丸は虎口や畝状竪堀

群、横堀などで堅固に防御される。

㉛ 備中松山城跡（国史跡）
びっ ちゅう  まつ   やま

大規模な中世の連郭式山城で、一部が

近世城郭として整備された。天守が残

る山城としては唯一の例。

阿部山南麓に築かれた、３基の円墳

で、いずれも横穴式石室を持つ。時期

は６世紀後半から７世紀前半。

㉚ 御根小屋跡 ( 県史跡 )

備中松山藩の政庁かつ、藩主の御殿跡。

800ｍに及ぶ石垣や、小堀遠州作と伝

わる庭園が高梁高校の校地に残る。

４世紀後半～５世紀初めの円墳で、５

基の箱式石棺を持つ。人骨や勾玉など

が出土。整備され、見学が容易。

桂厳寺内にある、成羽藩主山﨑氏の墓

所。方頭形の墓碑や石灯籠が向かい合

わせに並ぶ。

㉔ 山﨑氏御殿跡（市史跡）
やま   さき     し       ご     てん 

成羽藩の政庁及び御殿跡。成羽美術

館・高梁市成羽地域局・成羽小学校の

一帯に石垣や庭園が残る。

㉑ 陣山遺跡⑳ 寺山城跡（市史跡）

陣山の東に位置する。縄文時代早期の

土器や、草創期以前に遡る可能性のあ

る尖頭器などの石器が出土している。

建物外観

遠景 表面採取石器　高梁市教育委員会提供

主郭石垣土塁

㉙ 高梁市歴史美術館

備中松山城や藩政の資料などを展示。
高梁市文化交流館２階　　開館時間：9時～17時
休館日：火曜日、火曜日が祝日の場合は、その翌日。
観覧料：大人400円　　問合せ：0866-21-0180　

㉓ 三村氏居館跡（市史跡）

鶴首城主三村氏の居館跡で、成羽藩主

山﨑氏も別邸として使用。周囲にめぐ

らせた土塁や堀の一部が残る。

 てら　やま  じん　やま  つか　 ね　 やま

み     むら     し     きょ   かん かく　しゅ

 なり  わ    ぶん  か  やま  さき　 け　　ぼ　しょ

㉖ 山﨑家墓所（県史跡）
 やま   さき　  け　　ぼ　  しょ

㉗ 赤羽根イナリ古墳（市史跡）
 あか    は     ね

 たか　はし

㉘ 拝頭古墳群（市史跡）
 はい   とう

 お　　ね　　ご　　や

城山山頂に位置する、大規模な連郭式

山城。備中兵乱に際し備中松山城を攻

める毛利氏が布陣したと伝わる。
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⑫土井２号墳

⑩桃山遺跡

⑰谷尻遺跡

⑱英賀廃寺

⑨植木遺跡

備中平遺跡

下村1号墳

赤茂瓦窯

立1号墳
小殿遺跡
（英賀郡衙推定地）

大木古墳群

空1号墳

⑭大谷１号墳
⑮定古墳群

⑲山之城５号墳

⑯荒木山西塚・東塚古墳　

⑬才田城跡

マップ2　北房エリア

旭川の支流域にあたるこのエリアは、飛鳥時代の古墳

が集中する特異な地域で、古代の寺院、中世の居館や

山城も知られています。
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1/40,000

片山古城跡

備中鐘乳穴

片山城跡

飯山城跡

四ツ畝城跡

丸山城跡

井尾城跡

植木城跡

荒木城跡

福尾城跡

小殿城跡

至 岡山
至 高梁

至 新見
至 津山

定西塚・東塚古墳

近景

遠景谷尻式土器の出土状況  

遠景

近景

⑭ 大谷１号墳（国史跡）

飛鳥時代の方墳。切石積みの横穴式石

室から環頭大刀・鏟形金銅製品（県重

文）が出土。整備され見学が容易。

⑲ 山之城５号墳

全長49ｍの前方後円墳で、荒木山西

塚から続く古墳時代中期の首長墳。そ

ふづぶう古墳とも呼ばれる。

縄文～古墳時代の集落跡。縄文晩期の

谷尻式土器や古墳時代前期の大形住居

から出土した巴形銅器は貴重。

⑱ 英賀廃寺（市史跡）

７世紀後半に創建された阿賀郡唯一の

古代寺院。講堂と塔が発掘され、法起

寺式伽藍配置が想定される。

６世紀後半～７世紀末に使用された全

長9.7ｍの横穴式石室。２基の陶棺と

ともに頭椎大刀や馬具が出土。

西塚は全長45ｍの前方後方墳、東塚

は全長63ｍの前方後円墳で、いずれ

も古墳時代の有力首長墓。　

⑮ 定古墳群（国史跡）
さだ

飛鳥時代の方墳５基からなる特異な古墳群。発掘された横穴式石室からは、陶棺と

ともに方頭大刀や斧状鉄器、銅椀、衣服飾りの金糸などが出土した。出土品は、北

房ふるさとセンターで見ることができる。

⑬ 才田城跡（市史跡）

備中と美作を結ぶ街道を見下ろす尾根

上に築かれた連郭式山城。国人植木氏

の居城と伝わる。

陶棺の出土状況

遠景

定東塚古墳石室出土金製環と金糸　岡山大学提供

⑫ 土井２号墳

大谷１号墳・英賀廃寺に代表される北
房地域の遺跡からの出土品を展示。
開館日：毎週水曜日・土曜日　開館時間：10時～17時
入館料：一般200円　問合せ：0866-52-4546

 さい　 だ おお  　や

 やま  さき　 け　　ぼ　しょ

⑯ 荒木山西塚・東塚古墳（市史跡）
 あら   き   やま

  ど       い

⑰ 谷尻遺跡
 たん　じり

 あ　　が　  はい　 じ やま　 ん     じょ

蔵骨器の出土状況建物外観

⑪ 北房ふるさとセンター
ほく　ぼう

⑩ 桃山遺跡

弥生～平安時代の集落・墓地跡。平安

時代の火葬墓からは、延喜通宝ととも

に緑釉陶器で蓋をした蔵骨器が出土。

掘立柱建物の
　　調査状況

⑨ 植木遺跡

堀で区切られた室町～戦国時代の居館

跡。大形建物や井戸などから、鉄鏃や

輸入陶磁器が出土。　

 え　　きもも　やま

さん

Ｎ
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文

文
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八束小

勝山高蒜山校地

塩釜の冷泉

蒜山中

川上小

③粟住城跡

②日爪城跡

①石路山古墳群

⑦上野遺跡

⑥東遺跡

■

⑤四ツ塚古墳群

⑧水別１・２号墳（移築）

422

324

322

高張山(704m)

十六仙(632m)
⑧水別古墳群

下郷原田代遺跡

戸谷遺跡

竜頭遺跡

釜穴古墳

上長田狐塚古墳群
下福田狐塚古墳群

富山根古墳群

オンベンの塚古墳

経塚山城跡

蒜山高原
スポーツ公園

〒

米子自動車道

マップ1　蒜山エリア
旭川の上流域にあたるこのエリアは、蒜山の南山麓に

広がる、標高500～600ｍの高原地帯です。旧石器

時代～縄文時代の遺跡が数多く知られているほか、古

墳群や中世山城なども見られます。

④蒜山郷土博物館

至 米子

至 勝山

至 倉吉

１号墳四ツ塚１号墳出土杏葉　岡山大学提供

移築後の１号墳

旧石器時代の尖頭器　真庭市教育委員会提供

⑦ 上野遺跡・上野古墳群

⑥ 東遺跡

旧石器時代の石器製作跡で、尖頭器や

細石刃が出土。縄文時代早期の土器や

落とし穴も見つかっている。

古墳時代前期の円墳と方墳で、周溝か

ら土器棺が出土している。下層からは

旧石器時代の石器群も発見。

６世紀後半から８世紀前半の３基の古

墳。山陰と類似した両袖式の横穴式石

室をもつ。蒜山郷土博物館に移築。

⑤ 四ツ塚古墳群（国史跡）

建物外観

縄文時代の落とし穴の調査状況

④ 真庭市立蒜山郷土博物館

四ツ塚古墳群の出土遺物等を展示。
開館時間：9時～17時　　入館料：一般300円
休館日：月曜日・月曜が祝日の場合はその翌日
問合せ　0867-66-4667

 ひがし

うえ     のうえ     の

 　ま     にわ 　ひる　ぜん

⑧ 水別古墳群
 みずわかれ

 よ　　         づか

堀と土塁遠景

③ 粟住城跡（市史跡）
あわ　ずみ

蒜山盆地の西部を見下ろす大規模な中

世山城。山頂から派生する尾根へ曲輪

を連ねた城域は300ｍを越える。

② 日爪城跡（市史跡）

旭川をのぞむ丘陵上に築かれた中世山
城。背後を土塁や３重の堀切で切り離
した堅固な造り。

遠景

丘陵上に50基以上の古墳が群集。横
穴式石室を持つもの、箱式石棺から人
骨と刀が出土したものなどがある。

ひの　つめ

① 石路山古墳群
い し    じ    や ま

５～６世紀に築かれた円墳群で、規模の大きい１～４号墳にちなんで、この名があ

る。１号墳は導入期の横穴式石室をもち、13号墳は木棺から銅鏡・装身具・武器・

馬具などが出土した。出土品は蒜山郷土博物館で見学できる。

地図の見方

この地図に記した遺跡は３種類に色分けしています。

遺跡を見学するときの注意点

・野外活動に適した服装・靴を身に着けましょう。

・みだりに私有地に入らないようにしましょう。

・草木をむやみに切ったり、田畑を踏み荒らしたりしないようにしましょう。

・まわりの人に「あいさつ」を忘れず、また遺跡を見学していることを説明

 しましょう。

・ハチやヘビ、ウルシなど有害な動植物に気をつけましょう。

●黄色は駐車場等が整備され、見学しやすい遺跡です。

●黒色は専用の駐車場等は整備されていませんが、見学
　可能な遺跡です。

●青色は開発事業に伴い発掘調査を行った遺跡などです。
　消滅したものも多く見学はできませんが、周辺の地下
　にはまだ遺跡が広がっている場合もあります。

〈発行〉

岡山県古代吉備文化財センター

〈所在地〉

〒701-0136　岡山市北区西花尻 1325-3　

TEL 086-293-3211　FAX 086-293-0142

https://www.pref.okayama.jp/site/kodai/

〈交通〉

ＪＲ吉備線吉備津駅から徒歩 25 分　

ＪＲ山陽本線・伯備線庭瀬駅から徒歩 40 分

〈展示室案内〉

岡山県内の出土品を展示

開館　9:00 ～ 17:00

休館　年末年始（臨時休館あり）  

入館無料
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遺構の調査状況

43 新見美術館
 にい     み

37 田淵１号製鉄跡（市指定）

近景

   た     ぶち

江戸時代の製鉄遺跡で、本床と小舟か

らなる製鉄炉の下部構造が、発掘によ

り明らかとなった。

39 横見墳墓群

弥生時代後期～古墳時代前期の方形墓

群。竪穴式石室や箱式石棺、石蓋土坑

など多様な埋葬施設を持つ。

９号墳墓の調査状況

　 よこ     み

　　遠景

38 楪城跡（市指定）

細い尾根上に曲輪を連ねた連郭式山

城。備中兵乱に際して、毛利氏に攻め

られ落城したと伝わる。

ゆずりは

　　近景

40 地頭方政所跡

水田の形状には、一辺75ｍの区画と

堀跡が明瞭に残る。鎌倉時代中期以降

の、新見庄北東部の支配拠点。

じ　 とう    がた   まん  どころ

　　遠景

41 領家方政所跡

石列が検出され、建物跡の可能性があ

る。鎌倉時代中期以降、新見庄の南西

部を支配していた領家の支配拠点。

りょう   け     がた   まん  どころ

　　建物外観

42 二日市庭遺跡

新見庄の史料に見える、地頭方が開い

た二日市（定期市）の推定地。発掘に

より鎌倉時代の柱穴や土坑を確認。

ふつ　 か     いち     ば

34 西江遺跡

弥生時代後期の集団墓から特殊壺・特

殊器台がまとまって出土。特殊器台は

古代吉備文化財センターに展示。

特殊器台の出土状況

　にし     え

36 愛宕山横穴墓群（市指定）

愛宕山の東側中腹に、15基の横穴が

一列に並ぶ。規模が判明している横穴

は、全長が４～５ｍ、幅２ｍ前後。

　　遠景

　　あたご      やま

調査状況

35 光坊寺１号墳

２段に築かれた径14ｍの円墳で、５

基の埋葬施設から銅鏡やガラス小玉な

どが出土。４世紀前半の築造。

 　こう　ぼう　  じ

調査状況

33 岩屋経塚

中世山城の一画に残る平安時代後期の

経塚。銅製経筒や湖州鏡・白磁合子・

北宋銭が出土。

いわ　  や   きょう  づか

32 大成山たたら遺跡

調査風景

 　おお　なる　やま

近世の高殿たたらや大鍛治場、砂鉄洗

い場などを発掘したほか、中世にさか

のぼる製鉄炉も確認。

新見庄についての歴史資料も展示。
各展覧会内容により歴史資料展示は中止の場合があるの
で、施設に要問い合わせ。　開館時間：9時半～17時
休館日：原則月曜日　展示替期間中　年末年始
観覧料：各展覧会で異なる。  問合せ：0867-72-7851
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32大成山たたら遺跡（一部移築）

38楪城跡

40地頭方政所跡

41領家方政所跡

39横見墳墓群

42二日市庭遺跡

34西江遺跡

35光坊寺１号墳

36愛宕山
　横穴墓群

37田淵１号製鉄跡

33岩屋経塚

野田畝古墳

山根屋古墳群

京坊たたら遺跡

竹川内横穴墓群

中田山城跡
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マップ４　新見エリア

高梁川の上流にあたるこのエリアには、京都東寺の荘

園であった新見庄に関わる遺跡をはじめ、中世の山城

や近世の製鉄遺跡が数多く知られています。

43新見美術館

至 米子 至 米子

至 落合

至 高梁

至 庄原

中
国
勝
山
駅

古見駅

美作
落合
駅

久世駅

河内小

下河内

中河内

下方

下市瀬

上市瀬

落合垂水

西河内

田原山上

栗原

宮地

関

鹿田

旦土

西川上

大庭
中原

目木

樫東

中島

久世

三崎

古見

中

開田

惣

草加部

三阪

台金屋

杉山

日名

江川

神庭

本郷

山久世

木山寺

米
子
自
動
車
道

中
国
自
動
車
道

岡
山
自
動
車
道

お滝様

神林寺

深山（526m）

大畝山（561m）

若林山（484m）

砥石山（419m）

古見山（419m）

中の谷山（457m）
高千里山 (570m)

30

390

330

65

327

82

411

313

313

313

181

181

Ｊ
Ｒ
姫
新
線

321

201

329

木山神社

文

川東小
文

久世中
文

真庭高
久世校地

文

天津小文

樫邑小
文

米来小

文

文

落合小

落合総合センター

真庭高
落合校地

落合総合公園

文

文

落合中

美川小

文

木山小

文

文

旧遷喬小草加部小
文

勝山小 文

勝山中

勝山高

文

文

■

遷喬小

84

332

66

333

370

312

P

P

P

河
内
川

目木川

友
清
川

旦土
川

備中
川

関
川

日
野
上
川

西
河
内
川

当摩川

旭川

新
庄
川

〒

〒

〒

Ｎ

落合 JCT

北房 JCT

落合ＩＣ

勝山駅前

久世駅前

真庭市役所
◎

美川橋南詰

■

〒
〒

〒

〒

����

44高田城跡

45勝山郷土資料館

46大寺畑城跡

47久世陣屋跡

48五反廃寺

50篠向城跡

49中原古墳群

52ムスビ山古墳

53稲荷山古墳

51宮山城跡

56赤野遺跡

57川東
   車塚古墳58下市瀬遺跡

59注連山城跡

60中山遺跡

61須内遺跡

54下一色２号墳

宮の前遺跡

55一色八幡古墳
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マップ５　勝山・久世・落合エリア

このエリアは、旭川の水運と出雲街道の陸路によって結ばれ

た交通の要衝でした。そのため有力な古墳や寺院が見られる

ほか、戦国時代の山城が数多く知られています。

44 高田城跡（市史跡）

　　近景

 　たか　 だ

出雲街道の要衝に築かれた国人三浦氏

の居城。近世には勝山藩の藩庁が置か

れた。

建物外観

45 勝山郷土資料館

勝山地域の歴史・文化に関する展示施設。

開館時間：9時半～4時半　

料金：大人200円、中学生以下無料

定休日：年末年始　問合せ0867-44-4222

かつ　やま

遠景

59 注連山城跡
　し　　め　 やま

尼子氏の家臣、伊原左衛門が居城した

と伝える。全長800ｍを超え、各曲輪

は高い切岸で防御される。

56 赤野遺跡

堀の調査状況

 　

堀と土塁で一辺60ｍに区画された戦

国～江戸時代の居館跡。建物ととも

に、武器・陶磁器が出土。

58 下市瀬遺跡

弥生時代の遺構から高さ6.6cmの小銅

鐸（市重文）が出土。水辺の祭祀に用

いられた可能性がある。

小銅鐸

 　しも　いち  　せ

特殊器台の展示

60 中山遺跡
 　なか　やま

弥生～古墳時代の墓地跡。出土した特

殊器台・特殊壺（県重文）は、落合総

合センター２階に展示されている。

61 須内遺跡

縄文～戦国時代の集落・墓地跡。大形

建物や輸入陶磁器、銅印などから居館

跡と想定される。

「財」銅印実測図　　　　蔵骨器の出土状況

　すの  うち

　　後円部

57 川東車塚古墳（県史跡）

４世紀後半に築造された、全長62ｍ

の前方後円墳。後円部で割竹形木棺を

納めた竪穴式石槨が確認された。

　かわ  ひがしくるま  づか

陶棺　真庭市教育委員会提供

54 下一色２号墳

早くに破壊された古墳だが、出土した

蓮華文を飾る四注式家形陶棺は、市重

文に指定されている。

　しも　いっ　しき あか　 の 

後円部

53 稲荷山古墳（市史跡）
い な り     や ま

全長21ｍの前方後円墳。全長7.4ｍの

横穴式石室を持つ。時期は６世紀中

葉。別名、神ノ毛１号墳。

50 篠向城跡

畝城竪堀群

『太平記』にも記された大規模な山

城。切岸で囲まれた主郭や、畝状竪堀

群が良好な状態で遺る。

52 ムスビ山古墳（市史跡）

全長21ｍの前方後円墳。内部主体は

横穴式石室で、全長は6.9ｍ。６世紀

後半の築造と考えられる。

　　横穴式石室

 

55 一色八幡古墳（市史跡）

一色八幡神社の境内に所在する円墳。

墳丘は流失しているものの、石室残存

長は９ｍ。６世紀後半の築造。

横穴式石室

　いっ   しき    はち　まん

遠景

51 宮山城跡

篠向城跡とは、旧落合町の町並みを挟

んで向かい合う。約300ｍにわたって

曲輪を連ね、畝状竪堀群を配す。

みや　やま

ささ　ぶき

遠景

46 大寺畑城跡

久世の町並みを見下ろす、標高540ｍ

の山頂に築かれ、三方に延びる尾根筋

に曲輪を連ねる。

 

重願寺の門

享保12（1727）年に設置された、天

領支配の代官所跡。重願寺に移築され

たと伝わる門が残る。

47 久世陣屋跡（市史跡）
 　　く　   せ     じん　 や

 　　お お   てら   は た

近景

７世紀中頃に創建された大庭郡最古の

寺院跡。軒瓦の特異な文様から朝鮮半

島との繋がりも推測される。

　ご　  たん　はい　 じ

48 五反廃寺（市史跡）

23 号墳第１～３主体部の調査状況

49 中原古墳群

５～６世紀の古墳群。発掘調査され、

箱式石棺から武器・装身具が出土。横

穴式石室を持つ14号墳のみ現存。

 　なか　はら
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